
菅
家
一
郎
氏
は
、
二
〇

一
二
年
か
ら
衆
議
院
議
員

と
し
て
こ
れ
ま
で
三
期
、

そ
の
間
に
環
境
大
臣
政
務

官
、
復
興
副
大
臣
と
し
て

国
政
で
の
要
職
を
務
め
る

一
方
、
会
津
地
方
の
国
直

轄
の
事
業
に
か
か
わ
る
予

算
の
獲
得
、
県
事
業
や
市

が
行
う
施
策
に
必
要
な
交

付
金
な
ど
、
様
々
な
形
で

そ
の
実
力
を
如
何
な
く
発

揮
し
て
い
ま
す
。
。

例
え
ば
、
い
ま
や
会
津

若
松
市
民
に
と
っ
て
も
日

常
生
活
で
利
用
す
る
こ
と

が
多
い
会
津
縦
貫
道
路
の

早
期
事
業
着
手
と
継
続
し

た
財
源
の
確
保
、
あ
る
い

は
若
松
西
バ
イ
パ
ス
の
早

期
開
通
や
縦
貫
北
道
路
と

連
結
す
る
道
路
（
若
松
北

バ
イ
パ
ス
）
の
計
画
化
と

設
計
・
調
査
費
の
確
保
な

ど
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸

十
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

震
災
直
後
は
、
菅
家
一
郎

氏
は
、
福
島
県
内
へ
の
復

興
財
源
が
浜
通
り
や
中
通

り
に
集
中
す
る
事
態
を
避

け
、
会
津
地
方
に
も
グ
ル
ー

プ
補
助
金
の
適
用
を
拡
大

さ
せ
る
な
ど
、
地
域
経
済

の
発
展
に
も
力
を
尽
く
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
例
を
挙
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
方
に
住
む
者
に
と
っ

て
市
民
生
活
に
直
接
・
間

接
的
に
影
響
を
与
え
る
様
々

な
公
共
事
業
を
考
え
た
と

き
、
実
力
を
兼
ね
備
え
た

政
治
家
を
中
央
政
界
に
送

り
出
す
メ
リ
ッ
ト
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、

市
政
、
県
政
、
国
政
と
連

携
を
図
り
、
か
つ
政
権
と

繋
が
る
こ
と
の
で
き
る
菅

家
一
郎
氏
が
引
き
続
き
会

津
の
た
め
に
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
全
力
で
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

佐
藤
よ
し
の
り
後
援
会

は
、
菅
家
一
郎
衆
議
院
議

員
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、

政
権
与
党
と
し
て
自
由
民

主
党
と
連
立
を
組
む
公
明

党
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
、

政
治
課
題
の
解
決
に
必
要

な
「
政
治
の
安
定
」
の
も

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
強
化
や

地
域
活
性
化
の
実
現
に
向

け
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

福島県議会議員

佐藤よしのり

ゆ う し きょう せ い報告活 動

菅
家
一
郎
氏

を
全
力
で
支
持

衆
議
院
が
解
散

岸
田
内
閣
は
今
月
14
日
に
衆
議
院
を
解
散
。

福
島
県
議
会
議
員
佐
藤
義
憲
と
佐
藤
よ
し
の
り

後
援
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
地
元
へ
の
貢
献
な

ど
、
さ
ら
に
今
後
の
会
津
地
方
に
と
っ
て
大
き
な
力

と
し
て
益
々
活
躍
が
期
待
で
き
る
、
元
復
興
副
大
臣

の
菅
家
一
郎
衆
議
院
議
員
を
引
き
続
き
全
力
で
支
援

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

福島県 佐藤よしのり

■ 後 援 会 討 議 資 料 ■
2021(令和3)年10月9日発行
佐 藤 よ し の り 事 務 所
会津若松市大町2- 14- 14
TEL . 0 2 4 2 - 3 6 - 7 0 1 5
F A X . 0242 - 36 - 70 16

●
２
０
１
２
年
度

・
会
津
縦
貫
南
道
路
／
一
部
国
直
轄
権
限
代
行
事
業
採
択

●
２
０
１
５
年
度

・
会
津
若
松
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
事
業
認
定

・
地
域
活
性
化
お
よ
び
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

の
会
津
地
域
へ
の
分
配
金
を
獲
得

・
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
会
津
南
部
地
区
」
の
補
助
金

確
保

●
２
０
１
６
年
度

・
会
津
縦
貫
北
道
路
／
若
松
北
バ
イ
パ
ス
新
規
事
業
採
択

・
阿
賀
川
災
害
復
旧
工
事
（
大
戸
、
門
田
、
神
指
）

●
２
０
１
７
年

・
鶴
ヶ
城
廊
下
橋
改
修
工
事
へ
の
国
庫
補
助
金

●
２
０
１
２
～
２
０
１
９
年
度

・
若
松
西
バ
イ
パ
ス
早
期
開
通
へ
の
継
続
的
な
予
算
確
保

「
か
ん
け
一
郎
」
衆
議
院
議
員
の
こ
れ
ま
で

の
主
な
実
績
（
会
津
若
松
市
限
定
で
抽
出
）

公
明
党
を
応
援

比
例
区

ＱＲコードを読み込
んで「かんけ一郎」
氏に応援ツイートを
送ろう ↓↓↓↓

読 み 取 る
だけの簡単
ツ イ ー ト



（２） 有 志 竟 成 2021年10月9日発行

九
月
二
十
一
日
に
開
会

し
た
九
月
定
例
会
は
、
新

た
な
総
合
計
画
が
議
案
と

し
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
当
初
の
日
程

に
一
日
追
加
し
十
月
八
日

に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
審
査
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費
を
は
じ
め
、

感
染
症
で
停
滞
し
て
い
た

社
会
経
済
活
動
を
再
開
す

る
た
め
の
支
援
費
、
そ
し

て
令
和
四
年
度
か
ら
九
年

間
、
県
の
施
策
の
柱
と
し

て
指
針
を
示
す
長
期
総
合

計
画
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

そ
の
審
議
の
過
程
で
は
、

長
期
総
合
計
画
審
査
特
別

委
員
会
で
会
派
を
代
表
し

て
質
問
に
立
ち
、
計
画
策

定
の
経
過
や
県
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
地
域

懇
談
会
な
ど
の
意
見
を
反

映
し
た
内
容
、
そ
し
て
計

画
遂
行
に
向
け
た
推
進
体

制
、
さ
ら
に
県
民
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
未
来
像
を
ど
う

指
し
示
す
の
か
な
ど
、
幅

広
い
視
点
で
答
弁
を
求
め

ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
所
属
し
て

い
る
常
任
委
員
会
の
企
画

環
境
委
員
会
で
は
、
本
定

例
会
に
議
員
提
出
議
案
と

し
て
“
持
続
可
能
な
”
地

域
振
興
の
視
点
を
盛
り
込

ん
だ
「
過
疎
・
中
山
間
地

域
振
興
条
例
」
改
正
案
を

審
議
し
、
提
出
者
で
あ
る

検
討
会
の
議
員
に
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
県
議
会

の
改
選
が
行
わ
れ
、
私
は

商
労
文
教
委
員
会
の
委
員

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
で
地
域
経
済
は
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
い
ま

し
た
。
経
済
支
援
策
や
雇

用
対
策
を
は
じ
め
、
現
在

進
行
中
の
県
立
高
等
学
校

改
革
な
ど
、
所
管
委
員
会

の
委
員
長
と
し
て
の
職
責

を
全
う
し
、
課
題
解
決
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」

金
色
の
稲
穂
が
コ
ン
バ
イ

ン
の
刃
に
次
々
と
刈
ら
れ
、

軽
ト
ラ
一
杯
に
積
ま
れ
た

籾
は
乾
燥
機
へ
。
毎
年
恒

例
の
我
が
家
の
光
景
で
す
。

概
算
金
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
米
価
下
落
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、

新
潟
県
産
米
や
山
形
県
の

つ
や
姫
は
そ
の
影
響
を
ほ

と
ん
ど
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

福
島
県
も
県
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
品
種
「
福
、
笑
い
」

に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強

化
が
急
が
れ
ま
す
。

編
集
後
記

10
月
の
活
動
予
定

【
１
日
】
常
任
委
員
会

【
２
日
】
議
員
全
員
協
議
会

【
４
日
】
常
任
委
員
会

【
５
日
】
公
立
大
学
法
人

中
期
目
標
調
査
検
討
委
員
会

【
６
日
】
長
期
総
合
計
画

審
査
特
別
委
員
会

【
７
日
】
総
括
審
査
会

【
８
日
】
本
会
議
、
閉
会

【
16
日
】
県
連
必
勝
祈
願

祭
、
選
対
事
務
所
開
き

【
19
日
】
衆
院
選
告
示
日

【
20
日
】
第
70
回
植
樹
祭

【
26
日
】
第
31
回
暴
力
団
根

絶
県
民
大
会
（
議
長
代
理
）

【
31
日
】
衆
院
選
投
開
票

現
在
、
県
立
美
術
館
（
福
島
市
）
に
て
、
国
内
外
で
活
躍
す
る

28
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
表
現
し
た
様
々
な
ド
ラ
え
も
ん
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
休
日
を
利
用
し
て
観
覧
し
て
き
ま
し
た
。

お
馴
染
み
の
ひ
み
つ
道
具
を
は
じ
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
し
た
作
品
、
私
に
は
少

し
理
解
す
る
の
が
難
し
い
現
代
ア
ー
ト
表
現
（
笑
）

な
ど
、
興
味
深
い
作
品
展
で
し
た
。

11
月
23
日
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
入
場
料
や
開
館
時
間
等
は

県
立
美
術
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―

Ｔ
Ｈ
Ｅ
ド
ラ
え
も
ん
展

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
２
０
２
１

―

９月補正予算
２９０億８，１００万円

〇
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
【
新
規
】

〇
自
転
車
利
用
に
関
す
る
安
全
・
安
心
条
例
【
新
規
】

〇
過
疎
・
中
山
間
地
域
振
興
条
例
【
一
部
改
正
】

〇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
を
求
め

る
意
見
書

〇
衆
議
院
議
員
小
選
挙
区
に
お
け
る
地
域
実
情
を
踏

ま
え
た
区
割
り
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書

〇
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
等
に
関
す
る

意
見
書

今
定
例
会
で
可
決
し
た
条
例
や
意
見
書

【補正予算の主な内容】
■新型コロナウイルス感染症対策（83億7,504万円）
・ワクチン個別接種等促進事業（27億962万円）
・入院医療機関等の設備整備支援（12億5,239万円）
■令和３年２月福島県沖地震への対応（143億円）
■震災・原子力災害からの復興（31億9,979万円）

十
月
五
日
、
委
員
の
一

人
と
し
て
出
席
し
て
い
た

公
立
大
学
法
人
中
期
目
標

調
査
検
討
委
員
会
で
は
、

取
り
ま
と
め
た
意
見
書
を

太
田
光
秋
議
長
、
青
木
稔

副
議
長
に
提
出
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
の
内
容
】

①
復
興
・
創
生
の
加
速
化

に
向
け
た
役
割
に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い

て③
地
域
貢
献
の
強
化
に
つ

い
て

④
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
人
材
育
成
に
つ
い
て

⑤
数
値
目
標
の
見
直
し
に

つ
い
て

⑥
そ
の
他
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

視
点
や
知
的
財
産
権
に
つ

い
て

公
立
大
学
法
人
中
期
目
標
調
査
検
討
委
員
会

９
月
県
議
会
定
例
会
報
告

商
労
文
教
委
員
長
就
任


